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We have summarized the participation work to the information literacy training of the Rikkyo 
University Academic Affairs Division, which was carried out by the Rikkyo University Center for 
Statistics and Information, CSI. To be specific, we outlined the FD (Faculty Development) activities and 
SD (Staff Development) activities in Japan, and then summarized the activities at this center as well 
as the content of training at the Academic Affairs Division. Finally, we report on the content of training 
carried out by the CSI faculty members during the training. 

























































推奨されている。また，近年では SD 活動の義務化も行われようとしている（文部科学省 
2014, 2016）。 
 SD 活動が必要となった経緯については，当学の FD・SD 活動の取組みと課題について論
じた岩野・中村・川村（2016）によれば，従来の教員中心の意思決定システムの限界を改善
するために，学長・副学長や部局長を支える事務系スタッフの役割を重視する動きがみられ，
この反映として SD 活動が活発になったという。変化の求められる時代の中にあって，SD 活
動の充実によって，スタッフが教育機関の大きな支えとなることが期待されている。 
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3．FD・SD の周辺 






























この 3 つの情報力とは，技術的分析的情報力（technical/analytical intelligence），課題







(20) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 3 号 
Ⅱ 教務研修の依頼と概要
1．統計教育部会の活動 
















































的としているが，既述した Terenzini による 3 層の情報力の育成にも合致させることが可
能である。すなわち，セッションⅠは「課題情報力（第 2 層）」と「状況的情報力（第 3 層）」























受講希望者を合わせて 15 名が参加 
・セッションⅡ：立教大学教務部および新座キャンパス事務部教務課の受講
希望者 10 名が参加（データ加工・分析スキルは初級者） 
日程 ・セッションⅠ：2016 年 8 月 1 日（月）9：00～12：00 
・セッションⅡ：2016 年 8 月 1 日（月）14：00～15：30（Day1） 
             8 月 23 日（火）13：30～15：30（Day2） 
                       9 月 13 日（火）13：30～15：30（Day3） 
図表 1：研修の概要 









CSI には，上記研修の流れのうち，Day2 の講義と Day3 の分析結果の発表に関する講評
の依頼がなされた。
Ⅲ 研修内での講演内容
研修の Day2 では CSI の山口和範による講演が開かれると共に，Day3 では受講者からの
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3．相関係数 



















































FD・SD 活動の一環として，さらには IR 活動の拡充に向けて，本学の職員に対し，デー
タリテラシーの向上を図る教務部研修に参画できたことは幸甚である。CSI としては今後
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